
モーツァルト（フランセ編）：九重奏曲	

	 原曲は、1784 年に作曲した珍しい編成の「ピアノと管楽器のための五重奏曲	変ホ

長調」（K.452）で、ピアノの独奏楽器としての協奏曲風な技巧もさることながら、そ

れぞれの管楽器の音色によって使い分けられたバランスが見事な作品。それをピアニ

ストでもあるフランスの作曲家ジャン・フランセが、室内楽の九重奏曲にアレンジし

た。	

	 ３楽章構成で、第１楽章はラルゴの長い序奏が付いたソナタ形式。主部は優雅なア

レグロ・モデラートとなっている。第２楽章はソナタ形式のラルゲット。天にものぼ

る心地の美しい旋律が次々と繰り出される。第３楽章はロンド形式のアレグレット。

幸福感に満ちた軽やかさに支配されつつも、中間部では短調に転じて陰影の深みを与

える。最後は徐々に高揚していき、華々しく終わる。	

	

藤倉	大：ホルン協奏曲	第２番	より	パート１（室内オーケストラ版）	

	 ロンドン在住の作曲家・藤倉大が、NHK 交響楽団の首席ホルン奏者・福川伸陽の委

嘱により 2016 年に作曲。2012 年にやはり福川の委嘱で書かれたホルン独奏のための

作品「ぽよぽよ」と同じく、従来のホルンのイメージとは違った音色や奏法を生み出

す試みだったという。	

	 作曲は、ロンドンの藤倉と日本の福川とがスカイプでやり取りしながら、新しい奏

法や音を模索して進められた。「ホルンっぽくない」サウンドが追求されており、作曲

者いわく「ホルンが主人公で、そこから生まれてくる森、そこに降る雨、その中の森

を主人公が、特に目的もなくのんびりと歩き、その周りから発見などがあるかもしれ

ない」作品になっているという。	

	

ブラームス（C.ネックス編）：セレナーデ	第１番（十重奏版）	

	 ブラームスにとって最初の管弦楽作品となるセレナーデ第１番は、1858 年、25 歳の

ときに完成した。交響曲作品に着手するまでには、今しばらく時間が必要だったが、

本曲においてすでにブラームスの管弦楽書法は、バランスの取れた趣ある響きを生み

出している。	

	 全体は６楽章から構成される。ソナタ形式の第１楽章アレグロ・モルトは、規模・

内容ともに充実しており、比重の大きな楽章である。まず冒頭にホルンが第１主題を

軽やかに奏し、それをクラリネットが受け継ぎ、力強い全合奏へとつながっていく。

ゆるやかな３連符が特徴的な第２主題は、ヴァイオリンによって優雅に現れる。最後

は断片的に途切れながら静かに消えていく。第２楽章はスケルツォ。ファゴットと弦

で奏される主題はスケルツォらしからぬ雰囲気だが、トリオでは明るい旋律となる。

第３楽章アダージョ・ノン・トロッポは、穏やかなホルンの響きが美しい。第４楽章

のメヌエットは、トリオの指定がなく、メヌエットⅠ－Ⅱ－Ⅰという三部形式の構成

で、編成も小規模にまとめられている。第５楽章は、２つめのスケルツォで、第２楽

章とは対照的に明朗な響きとなり、ホルンが勇壮に活躍する。第６楽章はロンド。行

進曲風の快活な楽想となって、曲を締めくくる。	


